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第１回能勢町障がい者計画等推進委員会議事録 

開催日時  令和元年７月９日（火）午前１０時００分から１１時５０分  

開催場所  能勢町役場  西館３階  会議室  

議  題  （１）能勢町障がい者計画等の推進に向けた取り組みについて  

（２）その他  

出 席 者 委  員  野村恭代、塩田克實、塩田恒美、田邉康、城阪敏明、高橋基樹、  

深田陽子、坂井幸一、中幸男、大﨑年史、松下和之、細谷常彦、  

清水正樹、長池敦子、岡村雅人（敬称略）  

事務局  瀬川、藤原、倉中、疋田  （敬称略）  

議事の内容  

事務局  【開会】  

 令和元年度第１回目能勢町障がい者計画等推進委員会を開催する。  

  能勢町身体障害者福祉会  会長  八木  キヨミ様  

能勢町国民健康保険診療所  宇佐美  哲郎様  

障害者支援施設  ともがき  高田  聡文様  

大里荘  永棟  真子様  

大阪府池田子ども家庭センター  村田  夏実様  

は事前に欠席との連絡をいただいている。  

出席が定数の過半数を占めているので、有効成立している。  

 それでは、これからの議事進行は野村委員長にお任せする。  

委員長  事案の前に最新の情報として、６月２８日に社会福祉士の養成カリキュラム

の中で新しい科目として「貧困」という課題に対する支援、刑事司法と福祉と

いう科目が追加になった。その他にも時間数の変更などがあり、地域福祉とい

う科目について、時間数は変わらないが、障がい者福祉、高齢者福祉等の科目

の中に地域福祉の理念、地域福祉をベースにするということが指定された。   

すべての領域において「地域」ということを念頭に置き、社会福祉士養成を

おこなうということを示されたものだと思う。  

また、地域福祉という科目は、科目名が変わり、地域福祉と包括的支援体制

という科目になる予定。すべての領域を包括的に捉えていくということも加え

られたということです。社会福祉士という地域の中でソーシャルワークの技術

を持って地域の中で支援を展開するという、福祉の専門職の養成体制が大幅に

見直された背景には、やはり、地域共生社会を構築するということがある。ま

た、これからの社会福祉専門職に求められる技術という個別の課題を支援する
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ことに加え、地域住民が地域の課題を自ら発見をし、主体的に解決をするため

に支援をするということが加えられた。より一層すべての領域において、地域

住民が自主的、主体的にということが強調されることとなった。社会福祉士は

十分にそのことを念頭におきながら、福祉を推進していき、専門性を発揮し、

活躍していくことを期待されている。  

また、刑事司法と福祉ということに関しては、国は再犯防止を掲げている。

福祉の領域というよりは、司法ではあるが、その中でも社会福祉士が専門性を

発揮するということを求められている。国の方針に合わせ専門職の養成も見直

すということが、大きな変更ということになっている。  

また、社会福祉士の実習の時間が 60 時間増え、 240 時間となる。学生の養

成ということでこれまで以上のご協力をお願いいたします。  

それでは、議事に入る。この委員会は障がい者福祉計画ですので、障がい者

福祉という分野に則った委員会になるが、先ほどの社会福祉士のカリキュラム

の改定という話の中であったように、すべての分野に地域福祉、地域共生社会、

担い手という言葉が登場する。委員会においても障がい者福祉、障がい福祉を

主な視点に置きながらも、能勢町の地域、地域福祉をどのように進めていくか、

障がいをお持ちの方、何らかの生活のしづらさをお持ちの方、生活のしやすい

地域にも繋がってくるので、広く障がい者福祉を絡めながら議論を進めていけ

ればと思う。  

【議題（１）能勢町障がい者計画等の推進に向けた取り組みについて】、ま

ずは事務局から説明を願う。  

事務局  (大阪府池田保健所  長池  敦子様来られる )   

それでは、能勢町障がい者計画等の推進に向けた取り組みについて説明する。

資料 3。平成 29 年度中に策定した、能勢町障がい者計画、障がい（児）福祉

計画において、住民の誰もが相互に人格と個性を尊重し、支えあい共に生きる

まち“という基本理念を掲げ、各施策分野、成果目標をもって取り組んでいる

ところである。特に障がい者計画では施策分野の②生き生きと活躍できる自立

と社会参加の推進。③生活の質 (ＱＯＬ )を高める生活支援の推進、障害者（児）

福祉計画では②精神がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築、③地域生

活支援拠点等の整備、⑥医療的ニーズへの対応を引き続き重点的に取り組んで

いく。  

2 ページ目。能勢町では、地域全体が「我が事」として、障がい、高齢、介

護等、様々な分野を越えて「丸ごと」つながる地域づくりに向けた「我が事・

丸ごと」の意識の醸成を図ろうと取り組みを進めている。先ほどのお話にもあ
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った地域共生社会の実現に向け取り組んでいる。成果目標③地域生活支援拠点

等の整備を取り組み、引き続き地域の体制の強化を進めている。“人”を人と

資源が支える体制を整備することで、地域で住みやすいまちを地域全体で創り

出す、すなわち、障がい者計画の②いきいきと活躍できる自立と社会参加の推

進、③生活の質（ＱＯＬ）を高める生活支援の推進につながると思う。  

この支援体制の構築にあたっては、“人”と“人”のつながりも非常に大事

な部分となってくる。能勢町ではフリースペース等の居場所づくりやいきいき

百歳体操等地域のイベント等の事業の取り組みに基幹相談支援センターやＣ

ＳＷ等の施設職員が一緒に関わることで、身近な相談ができるような関係構築

に取り組んでいく。  

3 ページ目。地域生活支援拠点等の整備について説明する。地域生活支援拠

点等の整備は、障がい者及び障がい児の地域移行を進めるとともに障がい者の

高齢化・重度化や「親亡き後」に備えるために地域で安心感を担保し、障がい

者等の生活を地域全体で支える体制の構築が目的である。自立支援協議会で継

続して協議を進めているところである。  

4 ページ。地域生活支援拠点のイメージ図である。能勢町にはたくさんの資

源があるが、能勢町内では補えない施設は町外でも協力を得ているイメージ図

となっている。様々な資源と連携を取りながら地域で支える『面的整備型』で

進めている。とりわけ、今年度では現在、基幹相談支援センターを中心として

障がい者やその家族からの相談に対して、スムーズに関係機関へとつなげるよ

うな仕組み作りに取り組んでいる。  

5 ページ。地域生活支援拠点に必要な機能として、①相談②緊急時の受け入

れ・対応③体験の機会④専門的人材の確保・養成⑤地域の体制づくり、の 5 つ

の機能を有するものとなっている。必ずしもすべての機能を有しなければなら

ないわけではないが、 1 つずつ進めているところである。 4 ページ目のイメー

ジ図では、スムーズに関係機関へとつなげるような仕組み作りに取り組んでい

ると説明したが、中心となるのが基幹相談支援センターである。この、基幹相

談支援センターと関係機関とスムーズに連携を図るために『連携シート』とい

うものを活用して平成 30 年度から定期的に情報集約をしている。『連携シー

ト』というのは、参考資料として添付している。事業所の空き状況やどのよう

な作業を行っている事業所なのか等の基本的な情報を基幹相談支援センター

に集約させ、必要な時に活用している、というもの。その情報を基にスムーズ

な連携体制というものの構築に取り組んでいる。これが、 5 ページ目の、①相

談②緊急時の受け入れ・対応③体験の機会⑤地域の体制づくり、この辺りにつ
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ながると思う。引き続き今年度も自立支援協議会で更なる充実を図っていきた

いと思っている。また、④専門的人材の確保・養成では、今年も発達障がいに

焦点を絞った研修事業ができればと考えており、大阪府の発達障がい者地域支

援マネージャー事業を活用したいと考えている。  

大阪府発達障がい者地域支援マネージャー事業とは、発達障がい児者がライ

フステージを通じて地域において安心して暮らすことができるように、発達障

がい者地域支援マネージャーが地域自立支援協議会を通じて地域の支援体制

機能を強化するものである。具体的な内容としましては、困難事例に対する助

言等や発達障がいについての研修事業等である。能勢町は昨年度から活用し

て、昨年度は事業所向け、指導員向け研修、また、障がいを持つ子どもを育て

る先輩親からの体験談や座談会を設けた。たくさんの方に参加いただき、発達

障がいについて勉強していただいたところ。今年度も活用し、委託されている

アクトおおさかと内容については調整中でありますが、能勢町に携わる人材の

更なる専門性の向上につなげることができればと考えている。  

6 ページ目。精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築になる。

1 ページ目の、障がい（児）福祉計画の成果目標②にあたる部分。国の指針に

も示されたとおり精神障がいの方が地域で安心して生活ができるよう地域全

体で支えあうシステムの構築が求められており、平成 32 年度までに保健、医

療、福祉関係者による協議の場を設置することとしている。平成 31 年度（令

和元年度）に自立支援協議会の専門部会として設けることになり、今年度に入

り構成メンバー等の調整を含め準備を進めているところである。  

精神科病院に入院されている方が地域移行される時には関係機関を委員と

して招集し情報共有や顔の見える関係を構築していきたいと思っています。  

7 ページ目。医療的ニーズへの対応ということで、こちらは、 1 ページ目の

障がい（児）福祉計画の成果目標⑥にあたる部分です。児童福祉法の一部改正

により、地方公共団体は医療的ケア児の支援に関する保健、医療、障害福祉、

保育、教育等の連携の一層の推進を図ることの努力義務が示され、平成 30 年

度末までに協議の場の設置することとされた。能勢町では、先ほどと同様に、

昨年度の会議で平成 31 年度（令和元年度）に自立支援協議会の専門部会とし

て設けることになり、今年度に入り準備を進めているところである。医療的ケ

アの必要な児童が地域で生活していくために、関係機関を委員として招集し情

報共有や顔の見える関係を構築していきたいと思っている。  

8 ページ。能勢町における地域共生社会の実現に向けた高齢、児童、障がい

等各関係機関からの関係図を示したものです。能勢町では、様々な視点から地
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域で支え合う仕組みづくりの構築のため、障がいの視点から、地域生活支援拠

点づくりを進めており、基幹相談支援センターを中心とした仕組みづくりに取

り組んでいる。関係図の左下は障がい児・者施策のところを説明している。  

基幹相談支援センターの役割として、地域関係機関とのネットワーク化の他

にも 3 障がい対応の総合的、専門的な相談支援がある。能勢町では平成 29 年

度から基幹相談支援センターを設置し、様々な相談に対応していただいている

ところである。  

9 ページ。地域課題の解決に向けて。基幹相談支援センターの現状としては、

総合的な相談を受けると障がい関係のみならず、高齢、介護、生活困窮等複合

的なケースであることが多いのが現状である。そこで、前ページの左下の網掛

け部分のところ、関係機関との連携・協力による地域課題解決力の強化という

ところを少しずつ考えていきたいと考えている。  

具体的な例として、平成 29 年度からＣＳＷ配置事業を展開しているが、平

成 30 年度からは基幹型として能勢町社会福祉協議会の職員 3 名配置、施設型

として 2 名配置されている。基幹相談支援センターが受けた複合的な相談ケー

スでは、障がい関係からつなげるだけでは解決が難しく、やはり、地域に出向

いて話を伺うことで小さなことでもキャッチし、地域の困りごとの解決に向け

た関係機関との連携・調整しているＣＳＷとの連携強化が大切になっていると

思う。今年度は基幹相談支援センターとＣＳＷの相互の強みを生かしたネット

ワーク構築というのを行いたいと思っている。  

複合的なケースを一つでも解決できるよう，基幹相談支援センターが受けた

相談も、基幹相談支援センターのみでの解決をするのではなく、障がいの各施

設との連携も大切にし、地域のセーフティネットの構築にかかわっているＣＳ

Ｗとの連携も強化しつつ課題に一つずつ取り組んで行きたいと考えている。  

事務局からは以上です。  

委員長  事務局からの説明について、質問を伺う。  

委員  事務局から説明していただき、障がい者計画等推進委員会の昨年は 2 回開催

されたが、令和元年度は 2 回なのか、3 回なのか。令和元年度は具体的にどの

ように行うのか、簡単に説明願う。自立支援協議会と重なっている方もいるの

で、わかりやすくお聞きしたい。  

委員長   委員会の開催について、今年度、回数も含めてどのようにされるのか、また

具体的に今年度能勢町として何をするかということを、もう少し詳しく事務局

から説明を願う。  

事務局  平成 30 年度の障害者計画等推進委員会 2 回開催、その中で平成 30 年度の実
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績や経過の説明をした。本年度に関しても 30 年度から計画を策定したところ

からどれだけ取り組みが進んでいるか、実績がどのように伸びているかなど説

明を行う。開催は 2 回。1 回目の今回は、この計画の進捗状況、どういったと

ころを進めていくかなどの説明を行う。自立支援協議会は年に 3 回開催。能勢

町にある課題解決に向け取り組んでいく。  

この推進委員会では、昨年度から引き続き、能勢町で地域共生社会、地域全

体で支えるような体制を作るということを継続的に進めていく。 29 年度には

能勢町内でなかなか取り組んでいけなかった地域生活拠点の整備を、親亡き後

や障がい者の方の高齢化に伴い、どのように支援していくかの課題を含め、地

域の方々を巻き込んで進めていく。   

地域生活支援拠点整備を能勢町では、面的整備型で取り組んでいるが、5 つ

の機能についての充実を今年度も図っていく。また同時に障がいに限らず高

齢、介護、児童について基幹相談センターが軸となって拠点整備に動いている。 

総合的に相談を受けている中で、障がいだけでなく複合的なケースが増えて

いるのが現状である。すぐに解決できる事ではないのが現状。少しでも進んで

いく、解決していきたいというのが今年の目標である。  

今年度考えているのが、複合的なケースの解決が基幹相談支援センターと地

域の障がいの施設等だけで解決するのは難しいので、地域の担い手であるＣＳ

Ｗとの連携強化が重要になると今年度は考えている。  

今までも社会福祉協議会と地域の事業所と関係機関との取り組みは行って

きたが、平成 30 年度からＣＳＷの配置事業を設け、そことの連携強化、セー

フティネットの構築体制を作る。基幹相談センターで受けた複合的なケースを

ひとつでも解決できるように協力しながら進んでいきたいというのが今年度

の目標である。  

委員  30 年度の実績がもう出ているはずで、それによる予算要求について、委員

会の会議の内容が後押しとなる。そして、福祉の予算を獲得して、サービスの

向上につなげてほしい。次年度の予算に反映できるような会議となれば良いと

思う。昨年度は間に合わなかったと思う。  

委員長   昨年度、平成 29 年度の報告、ほとんどまだわからないところも多く、 3 月

に正式に報告となった。今年度は第 2 回をいつするかによると思う。  

平成 30 年度の実績報告についてどのようにされるのかということを事務局

から説明を願う。  

事務局   報告ついては、できるだけ予算に反映できる時期に工夫をする。   

 支援体制という意味においては整備が図れてきつつあるので、予算措置が必
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要なものがあれば、会議の議事録もバック資料として、当局に要求をしていく。 

 ようやく連携する体制が出来つつあるので、これを深める事が重要と考え

る。  

主旨は十分理解している。実績の報告については、会議形式または、まとま

り次第ご報告を送付という方法もあるので、内部で検討する。  

委員長  他に、意見質問はあるか？  

委員   第 3 期障害者計画 26 ページに雇用・就労の促進と福祉的就労の整備促進が

記載されているが、前の計画でもずっと載っているのではないかと思う。  

今回出された資料では、前回の最後に就労・移行支援の資源がなしと言われ

ていたと思うが、実態を表しているのか、このような一定の方向で行くという

ことをめざす意味なのか？福祉的就労は、就労継続支援Ａ型という場でしかな

い。一般就労がいいと思っているわけではない。色々な形の就労があっていい

と思っている。制度的に就労継続支援Ａ型を池田市の方で用意されて、これが

一定の達成感があるというのは違う気がする。「地域丸ごと」というのは、普

通の地域で福祉機関等ではないところで障がい者の方が暮らしていて、福祉の

フォローをするという体制というのが良いと考える。実際無しではないと思

う。就労継続支援Ｂ型の事業所の方は、たぶん複数で国の助成制度を取ってい

る。就労移行支援の助成制度を取っておられると思うが。就労移行支援という

のは、どちらかというと就労移行がうまくいかないから、継続支援ということ

で、国から出てきたと思う。支援学校を出て、一般の企業に今までの関連性の

なかで就職をされている。たとえば能勢高校にも障がいをお持ちの生徒さんも

いらっしゃる。そういう方の進路を学校エリアで、就労移行支援を福祉も一緒

になって考えようというのが仕組みだったと思う。どこかがしているのであれ

ば記載すべきと思う。  

 体験の機会のところで能勢町にない就労移行支援、就労継続支援Ａ型、放課

後等デイサービスが、ネットワークできたのでというところで終わるというの

は困る。能勢にある会社でも実際に障がいのある人も受け入れていると聞くの

で、やはり、何らかの形での一般就労を支援するということを、めざしている

かいないかではかなり違うと思う。  

 卒業後、就労継続支援Ｂ型にすぐに行けなくて、就労移行支援というたぶん

国からの支援があり助成金が出ると思うが、その制度を使い支援することはで

きないのかなと思う。就労が抜け落ちているのが気になる。  

委員長   就労継続支援Ａ型事業所が就労支援の資源として能勢町内にないというこ

とで、「なし」という風に記載されているが、実態としては能勢町にお住まい
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の方で、池田市を中心に近隣の自治体と連携をしながら支援はされているので

はないかというご意見だと思うが。今後の就労支援を、能勢町としての方向性

を再度確認したいということで、事務局から説明を願う。  

事務局  イメージ図で示しているものは能勢町内にある事業所の持つ役割を示して

いる。  

この図の中の訓練等給付の中で、自立訓練や就労移行支援、就労継続支援Ａ

型が「なし」となっているということですが、あくまでも能勢町内の事業所と

して様々な障がい福祉サービスがある中で、これらは事業所としてはない。  

就労継続支援Ｂ型の事業所はあるが、そこから就労移行支援はしていない。 

能勢町は面的整備、地域生活支援拠点というのは、事業所を支えていく体制

作りで、能勢町内にある事業所ですべて完結すれば問題ないが、例えば支援学

校を卒業され、一般就労がなかなか難しいのであれば、まず就労継続支援Ｂ型

へ行きそこから就労に結びつく場合もある。また、就労移行支援にすぐ行き次

へという場合、自立の訓練というところから進めていくパターンなど様々な場

合がある。連携シートを使い情報を共有していくことで、就労継続支援Ａ型、

就労移行支援とか考えた時、町内にはないが町外にはあるということですぐに

繋いで利用していただくという風に考えている。  

町内に事業所を立ち上げることは、すぐには難しいので、地域を広げ今ある

事業所を協働しながら、連携体制を作りたいと考える。能勢町の方で、町外の

就労継続支援Ａ型を利用されている方はいる。今後連携シートに協力してもら

いながら、就労継続支援Ａ型、就労移行支援を使っていきたいという方にスム

ーズに使っていただける体制を作りたい。町外の事業所との関わりを一つでも

二つでも増やしていきたい。  

福祉的就労の推進につきましては、企業に協力をお願いしながら、障がいの

ある方の一般就労を今後増やしていきたい。訓練をした方が次のステップにい

けるような仕組みを考えていきたい。  

委員  放課後等デイサービスは、豊能町のときわ台の駅近くにあり、利用されてい

る方がいる。能勢町の方も豊能町の方も利用している。単独で能勢の方だけで

は、採算が取れない。また、祥雲館が東ときわ台で放課後等デイサービスを行

うようである。  

採算は取れないかもしれないが、「なし」というだけで終わるのではなく、

町内で通所等のサービスの事業所を立ち上げていくことも考えた方がよいの

ではないかと思っている。  

委員   少し補足をします。能勢町になく、池田市にあるというのは、一般就労では
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ない。これが充実していっても、本来的に、経済的等、社会的に働くことで自

分が必要とされているという思い、就労継続支援Ａ型のいくつかある事業所の

良し悪しではなく、制度自体が福祉型であることは間違いないので、これで就

職できたとかいうことではない。  

 就労移行支援は行政、進路の問題。支援学校だけでなく、一般の学校等各学

校で話し合って進めていくものだと考える。職安に登録しましょうというアド

バイスはどこもしないのではないかと思われる。重度と言われ就職などないと

決めつけず、職安にも一緒に行き、この人はこういう個性を持っているので、

このようなサポートで行けますよとか、場合によっては一定期間サポートを付

けるなど、様々な事で支援ができると思う。企業が障がいの方を雇うのは義務

ですから、その一定の枠を使うということを話し合って機関として持てないの

かなということです。池田市のみならず大阪市へ出てもよい。最初から就労に

関してあきらめている感じがする。役所で体験のプログラムをぜひ作ってほし

い。障がいを持っている人の体験だけでなく、住民の人の体験になる。一緒に

働いていても気づかないこともある。一般就労ということでの質問でした。  

事務局   このイメージ図はこれで完結ではない。あくまでも障がいの方が自立等、生

き甲斐を持って生活していくにあたり、みんなで支えあいましょう、というこ

とが根本にある。  

 障がい福祉サービスに繋げるための体験の場、そこだけで完結するわけでは

なく、障がいをお持ちの方には重度、軽度、その方それぞれである。就労に結

び付くことだけでなく、生活の中でやりがいを持ってできる事が生きがいとな

り、それについては様々だと思う。  

そのやりがいや生きがいというところに結びつけるために、例えば、就労移

行支援はまず、訓練をして、就労に結び付き、お金をもらい生活していくとい

う一つのステップであると考えている。イメージ図では「なし」となっている

が、連携できるような事業所があれば、そこで訓練していただき、一般就労に

つなぐ。その受け入れ先が能勢町役場の一つのお仕事として受け入れることが

できるかもしれないということであり、それには、受け入れ先の門戸を広げる

ということもしなければならない。イメージ図の就労継続支援Ａ型ですべて終

わりというわけではなく、満足できなければ次へステップアップをし、そこか

ら一般就労へと結びつく人の就労定着支援というサービスもあり、就労後もバ

ックアップしていく関係機関もある。色々な連携をしていきながら、障がいを

お持ちの方が自立し、このイメージ図は読み取りにくい部分もあるが、体験の

場なども充実させていき、地域で暮らしていける体制を作ることができればと



10 

 

思う。  

事務局  話は逸れるかもしれないが、能勢町のホームページで、現在ハローワークか

ら情報をいただき、能勢町の企業がどういった方を募集されているかを載せて

いる。総務部局だが、その情報の中にそういった個性のある方が働ける職場が

近隣にあるということも含め、その情報が載せられるかハローワークに確認し

て、検討したいと思う。  

委員  要望ですが、就労継続支援Ｂ型では、全く生活できる賃金ではないというの

が現実で、家族の支援のあるうちは良いが、これからますます、高齢者を含め

家族の支援が出来なくなる。生活困窮の方が多くなる。一人で生活困窮してし

まう。就労継続支援Ａ型を能勢町内でも増やせる目標数など、具体的な数字を

入れてほしい。  

委員長   就労継続支援について、東大阪市で、一般就労と、就労継続支援Ｂ型の間の

サービスを作ろうとして、内職ではない、より社会に近い事業所を従たる事業

所で作った。この事業所を利用することで、一般就労へ行く人が増えた。通常

の就労継続支援Ｂ型では無理だった人が、ワンステップ踏台を作ることで、一

般就労に繋がるということがあるので、企業形態の種別というより、どういう

サービスを提供するかということが非常に重要ではないかと思う。  

 能勢町がこれからどのように就労支援を考えていくかというときに、あまり

種別に着目しすぎず、柔軟に考えて行かれたらと思う。  

 津別町で、８０５０問題が地域の拠点に相談としてあがってきています。運

営しているのは地域住民と社会福祉協議会のソーシャルワーカーが中心とな

り運営している。  

 今回８０のお母さんから相談があり、５０の息子の支援を地域の人が中心と

なって支援を行った。十数年の引きこもりで、なんらかの障がいのある息子さ

んが町内のスーパーに一般就労された。地域住民の方が号泣され、自分の息子

のような気持ちであった。国から言われた我が事、丸ごとに実感はないが、一

緒に何かをし、時間を共にすることで、８０５０の世帯を見ながら一緒に伴走

するプロセスで、住民の皆さんは我が事として考えるようになった。就労や居

住などの色々な課題は地域のみなさんは我が事として考えるようになり、専門

職が専門的な支援をするよりも、より社会の側に近いものが提供できる。ただ、

担い手の人に任せているのみではなく、我が事と捉えながら、自分たちが手を

を取りあって一緒に考えながら支援しているということを担うためには専門

職の力が必要である。その中で特に中心となるのは、社会福祉協議会である。

ＣＳＷの配置を行っている能勢町では、そのソーシャルワーカーが地域へ出向
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いて、地域の課題をとらえる機会は多いと思われる。地域全体を担い手の人と

ともに障がいを持つ方、高齢者がみんな同じ地域住民だということの実感を持

ち、理解を進めていくことが必要であると思います。  

 能勢町で地域を作っていくということについて、松下事務局長から一言いた

だきたい。  

委員   能勢町社会福祉協議会の松下です。ＣＳＷ社協職員が、住民さんのあらゆる

相談に今までもずっとお答えをしてきた。コミュニティソーシャルワーカーの

名前自体が大阪府の発祥です。現在社協職員３名、施設職員で２名配置してい

ます。あらゆる相談に対しすべてがＣＳＷで解決するわけではない、ＣＳＷが

課題についてあらゆる関係機関とつながり、地域の方を行政と繋げる。そして、

地域と施設を繋げる。地域と地域を繋げるという形で、外に出ていく、アウト

リーチをする、地域の方と話しながら、高齢、障がい、子どもの方のお話を伺

っている。  

地域住民のお話を聞く、ワンストップであらゆる関係機関が連携しながら解

決をしていくというところです。どうぞご協力よろしくお願いいたします。  

委員長  次の議題に【その他】移る。  

事務局   今年は 2 回推進委員会を考えている。2 回目は 2,3 月を考えているが、今年

度の見込みの数字、昨年からの伸びや、下がっているのか取り組みの中でどの

ような数字が見えてくるのかというところを説明できればと思う。またそこか

ら次年度どのように取り組んで行けば能勢町にとって良いのかを考えていけ

たらと思う。  

予算の時期に間に合うよう、予算に反映できるように開催したいと思う。  

先ほどの面的整備についての補足ですが、能勢町で補助金を出してなかなか

できないが、農福連携というところで、障がい福祉の事業所が、能勢町で何か

できないかと相談を受けている。能勢町内の田んぼや畑を活用しながら、次の

就労に結び付けられるような、またそこから障がいのある方が次へのステップ

アップにつなげられるようなことで、何か協力できないかと考えている。  

委員長  何かご質問はあるか。  

委員   イメージ図についてであるが、事業所を運営しているものにすれば、わかる

が、一般の方にはわかりづらい。町内、町外こういった事業所があると、わか

りやすくした方が良い。  

委員長  この提案はどうか。  

事務局  現在、事業所や関係機関と基幹相談支援センターと繋げていくような形を図

にしているが、今後どのように仕上げていくか、一般の方が見ても分かるよう
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な形に最終的にはしていきたいと考えている。  

委員長  各委員の方から、本日の内容についてご意見等あれば伺いたい。  

７月 26 日でやまゆり園の事件から 3 年となる。現在はやまゆり園という大

規模な施設を解体し、地域の中に小さなグループホームをいくつか作り、そこ

に重度の知的障がいの方でも生活ができるのだ、生活をしようと動いていたの

だが、地域住民の反発が非常にあり、進んでいない状況である。結果どのよう

な意見が出ているかというと逆戻りとなっている。家族が安心して住みたいと

いう意見で、せっかく地域の中で生活をしていくという機会を作れる状況では

あるが、地域住民の理解が難しいという現状である。そのような課題をどうす

るかというところで、各機関や関係機関と意見交換したり、3 年目となりメデ

ィアからの取材も入ってはいるが、なかなか住民の皆さんが自分のこととして

考えられない状況である。しかし、これは津別町ではありえないことで、住民

の皆さんが障がい、高齢、認知症を我が事として捉えているからである。どん

な生活のしづらさがあったとしても、津別町民に変わりないのだという認識が

出来ている。拠点がある 4 か所の地区では絶対にこのようなことは起こらな

い。担い手の皆さんから障がいのある方も一緒に住めないかという申し出もあ

る。  

能勢町では、福祉を良くしていこうという思いも強いので、福祉を基盤とし

た町づくりを考えられているように思う。この会議においても毎回多くの意見

が出され、町の障がい福祉を推進していこうという思いも感じられる。能勢町

でも津別町のように、我が事として捉え自分の事として考えていける地域づく

りをしていけるのではないかと思う。障がい者福祉に関する委員会なので、福

祉という視点を持ちながら地域全体についてこれからも検討協議していけた

らと思う。  

副委員長  貴重な意見ありがとうございました。「 Plan do see」。計画を立て実行し

て、検証をしていくことが大事で、 Plan と see は専門家が必要。 do、一番大

事な実行していくということはここだけではできない。町民の後押しが大事で

ある。能勢町民が後押しをしてくれるかということが大事である。町内の各施

設を民生委員は全部回ります。一般の人はそういう機会がないので、なごみ苑

では夏祭りがありますので、各オープンなところへ行き、直接接することが大

事だと思う。どのような人が施設に行っているのかなどを知ることが必要だと

思う。地域とのふれあいも少ない。夏祭りなどで、子どもの頃から触れ合う、

接することで理解を深めることが必要と思う。  

事務局  【閉会】  
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宿題も何点かいただいたので、早めにお返ししたいと思う。  

先ほど塩田副委員長から、そういった施設があるということを知っていただ

くのも大事だというお言葉をいただいた。広報で企業紹介を無料で行っている

ので、活用していただければと思う。  

これをもちまして、令和元年度第１回能勢町障害者計画等推進委員会を終了

いたします。  

 


